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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、グアノシン三リン酸（GTP）存在下でオキサロ酢酸からホスホエノールピルビン酸への変換を触媒するミトコンドリア酵素をコードしています。このタンパク質の細胞質型は別の遺伝子によってコードされており、肝臓における糖新生の鍵となる酵素です。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2014年4月]
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Jurkat (1)、C2C12 (2)、Hela (3)、HepG2 (4)、COS7 (5)、およびHL-60 (6)細胞溶解物に対するPCK2マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	PCK2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PCK2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PCK2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。

